
省エネルギーセンター会長賞

受賞概要

株式会社ＡＩＨＯ
愛知県豊川市白鳥町防入６０番地

0533-88-5111

業務用高効率洗浄機
【製品】■WHP2-3N ■WHP2-5L ■WHP3-3N ■WHP3-5L ■WHP2-3NU ■WHP2-5LU ■WHP3-3NU ■WHP3-5LU

本製品は、食器などをコンベヤで搬送しながら洗浄する業務用の食器洗浄機である。毎日３食の提供が必要な病院や福祉施設を主対象に

製造販売をしている。これまでこの種の製品には洗浄能力のみが求められていたが、近年、水使用量の削減、放熱量の削減による作業

環境の改善と共にエネルギー使用量の削減が強く求められてきていることもあり、新たな開発を行った。コンベア形状や水切りブロアの

改善、仕上げすすぎ水のカスケード利用、断熱の強化、排熱の回収利用などに工夫を加えた結果、高温多湿な作業環境の改善と共に、

従来機に対し水使用量を80％、放熱量25％削減などにより75％のエネルギー削減を達成した点は高く評価できる。
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有限会社アクアテック
京都府京都市右京区西京極東衣手町104

075-314-4444

エアコン補助装置「エアポレーターシステム」
【製品】■APSM・2025 ■APSM・2030

本製品は、空冷式空調室外機に設置する気化式の冷却装置である。一般的に用いられる室外機の冷却としては散水方式などがあるが、

室外機の腐食やフィンの劣化、周辺の汚染等の問題があった。本製品は新素材の特殊構造フィルターとポンプ・配管等でシンプルに構成

された冷却システム（エアポレーターシステム）であり、上記トラブル等のない、また不織布等を用いた場合に問題となる空気抵抗ロスも

少ない気化式の製品である。本製品を導入した工場においては、前年比の電力使用量を15％、ピーク電力を24％削減しており、工場

だけではなくスーパー等業務分野の空調機の効率化に寄与できるシステムといえる。

クラウド型デマンドレスポンス支援サービス
「BridgeLAB DR」
【ビジネスモデル】

本応募は、小売電気事業者向けのDR普及促進をめざした支援サービスである。クラウド上でDRを手軽に展開、管理できるシステムで
あり2021年12月のサービス開始以来5,000程の実績を有している。主たるサービス内容は、①需要家に対するDR要請、意思確認が
できる仕組み、②ERABガイドラインに沿ったベースライン算定、抑制量算定管理、③効果可視化、結果分析支援である。2022年3月
22日および23日の需給逼迫ピーク時においてベースライン（High 4 of 5）対比にて約11％のkWhの削減実績があった。こういった
DR管理システムは、今後より一層対応整備が求められる小売電気事業者にとって、適切なDR対応を図るために有効であり広がりが期待
できる。

インフォメティス株式会社
東京都港区芝５丁目５−１三田ビル 4F
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ウッドステーション株式会社
千葉県千葉市美浜区中瀬１－３幕張テクノガーデンCD棟３階

043-306-1797

大型パネル生産パートナー会 大型パネルユーザー会「みんなの会」 東京電力エナジーパートナー株式会社
東京都中央区銀座八丁目13番1号 銀座三井ビルディング

03-6373-1111

木造大型パネルを用いた在来木造の工業化による
省エネ住宅支援サービス
【ビジネスモデル】

2025年度までに省エネ基準への適合義務化、2030年度以降新築住宅でのZEH水準性能の確保、2030年において新築戸建住宅
の6割への太陽光発電設備設置などの目標が掲げられており、特に住宅着工の7割以上を占める地域ビルダーへのこれらの浸透、
底上げは急務。こうした中、同社は、省エネ促進の阻害要因となっている在来木造住宅をターゲットに、省エネ品質確保や設計施工技術
の向上、職人不足などの課題解決と太陽光発電の普及を促進するため、省エネ住宅の在来木造の工業化「ハーフ住宅」×太陽光PPA
サービス「エネカリプラス」パッケージスキームを構築した。これにより、新たに共有性の高い木造大型パネルをベースとした高品質な
家づくりを可能とした。

株式会社ＦＨアライアンス
愛知県春日井市藤山台8丁目11番7

0568-29-7282

工務店が造る全館空調『マッハシステム』
【ビジネスモデル】■マッハシステム

本応募は、全国の工務店に対し、同社が開発した全館空調システムの設計、施工、研修、アフターサービス支援を提供するビジネスモデル
であり、システム特許の使用権や専用資材の共同購買を通じ全館空調省エネ住宅を広げようとするものである。この特徴は室内の温度差
を生じさせない“大風量小温度差空調”で“高効率汎用製品の活用”及び“1坪未満の空調ユニット”などであり、基準一次エネルギー
消費量から36％の一次エネルギー消費量の削減が可能となる（住宅性能は、HEAT20のG2レベルが必須条件）。また、ビジネスモデル
に利用する空調システムは、汎用製品を組合せたシステムであり、専用機器を用いる従来の全館空調システムよりも材料費が低減できる
ことから経済性も評価でき、普及が期待できる。
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換気連動による大幅な省エネを実現した
ビル用マルチエアコン
【製品】■RXYP280FB ■RXUP280FB ■RQYP280FB ■RQUP280FB ■VKMP50HAM ■FXYWP140MDF ■FXYMP140MGF ■FXYMP140MFN 他（全255機種）

本製品は、換気機器と連動したビル用マルチエアコンである。コロナ禍で換気の重要性が高まっているが、一方で換気導入により空調負荷
が増大し、電気使用量の増加が課題となっている。また、カーボンニュートラルの実現に向けては、ビルのエネルギー消費の約半分を
占める空調機の省エネ性向上が必須。しかし、空調機単体によるAPF向上やCOP向上が必須であるものの、機器単体においては新モデル
であっても性能向上幅は微増に留まっている。そこで、換気連動による大幅な省エネを達成するビル用マルチエアコンを開発した。
同エアコンは、空調機器と換気機器を連動させる仕組みとなっており、システム全体として効率よく運転させることで年間最大約10%
省エネと快適性の両立を実現した。

東芝キヤリア株式会社
神奈川県川崎市幸区堀川町 72 番地 34

044-331-7414

ダイキン工業株式会社
大阪府大阪市北区梅田一丁目13番地1号 大阪梅田ツインタワーズ・サウス

06-6147-3321

ビル用マルチ空調システム
「スーパーマルチｕ暖太郎」シリーズ
【製品】■MMY-MUP3351HN 他（全17機種）

寒冷地向け空調機での熱源転換（燃焼式⇒電気式）の促進や省エネ換気・外気導入が期待される中、ビル用マルチシステムの室内機
及び、外気処理機の各接続システムにおいて、熱源転換の課題克服をコンセプトとした「スーパーマルチuシリーズ暖太郎」を開発した。
業界トップ（※）の省エネ性や低外気温暖房能力等の基本性能に加え、課題となる①高効率な直膨外気処理システムの低外気温度対応
不足、②外気処理機と室内機における着霜時の省エネ性・快適性・信頼性の悪化、③ピーク電力による電源設備・電気基本料金の増加を、
独自の寒冷地ソリューション技術・機能（新中間圧制御式個別除霜技術、夜間（8℃）暖房機能、高精度電力推定技術、筐体氷結抑制技術）
を組み合わせることで克服した。（※2021年7月発売時）
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株式会社ノーリツ
兵庫県神戸市中央区江戸町93

0120-911-026（コンタクトセンター）

株式会社熊谷組
東京都新宿区津久戸町2-1

03-3260-2111

集合住宅用ハイブリッド給湯システム
【製品】■SH-Q0700（貯湯ユニット） ■HP-2232（ヒートポンプユニット） ■ガス温水暖房付ふろ給湯器 GTH-C59,60,61-1シリーズ GTH-C63シリーズ ■ガスふろ給湯器 GT-C62-HY-2シリーズ

本システムは、設置スペースの問題で普及が遅れている集合住宅にも対応可能な熱源分離型ハイブリッド給湯システムである。同社では
従来より集合住宅用のハイブリッド給湯システムをラインアップしていたが、タンク容量や排気方式の制限等から集合住宅への普及が
進まなかった。このため集合住宅のメータボックス内にも設置可能なコンパクト設計で、多様な排気バリエーションを持つ高効率給湯
システムを、集合住宅を多く手掛けている熊谷組と共同で開発した。新規の集合住宅で採用される給湯器はエコジョーズが一般的である
が、本システムをメータボックス内へ設置可能としたことで採用物件が増えている。エコジョーズと置き換えることで、一次エネルギー
消費量を24%、CO2排出量を31％削減でき、カーボンニュートラルに貢献する製品といえる。

パナソニック株式会社 空調冷熱ソリューションズ事業部
滋賀県草津市野路東２丁目３番１－１号

077－561-3104

人も空間も健やかにする『新呼吸エアコン』
エオリア２３ＬＸシリーズ
【製品】■CS-LX403D2-W 他（全20機種）

同社の家庭用エアコンは、独自のセンサ技術と学習制御でエネルギー消費の無駄を省く「エオリアAI」や、圧縮機の排熱を霜取り運転や

極上冷房に活用する「エネチャージ」によって、使用の際の省エネ性を高めてきた。今回、長引くコロナ禍、在宅時間増によるエアコン

使用時間の増加で空気質へのこだわりと快適性要求が更に高まっていることから、エネチャージによる極上冷房をさらに進化させ、冷房

が苦手な方でも使用できるよう快適な「しっとり冷房」機能を新搭載。これにより快適性を向上させると共に15%の省エネを達成し、

顧客ニーズに的確に対応した製品といえる。更に、IoT技術による省エネの見える化により顧客の節電意識の向上も図っている。

3736 2 0 2 2 年 度 省エネ大 賞  受 賞 概 要 集2 0 2 2 年 度 省エネ大 賞  受 賞 概 要 集



省エネルギーセンター会長賞 省エネルギーセンター会長賞

受賞概要受賞概要

フクシマガリレイ株式会社
大阪府大阪市西淀川区竹島2-6-18

06-6477-2011

単相100Vで−40℃を可能とした「ブラストチラー」
【製品】■QXF-005SFLT

ブラストチラーは、加熱食品の粗熱取りや急速冷却・凍結に使用される。市場では電源設置条件を選ばない単相100V機種で庫内温度
−40℃の凍結運転ができる製品が求められていた。しかし単相100V製品では、電流値15A以下に抑え、凍結を可能にする冷凍能力
が必要。本製品ではインバータ圧縮機を採用し電流保護機能付き加速冷却制御を搭載。同制御を用いることで電流値を考慮しつつ
冷却を行い、庫内負荷に合わせて冷却を加速させることが可能で、無駄のない省エネ運転を実現。三相200V機種と比較した場合に１
サイクルあたり26.7％の省エネ、単相100V粗熱取り専用機と比較した場合に保冷運転で50％の省エネを達成。また、冷媒をR404A
（GWP:3920）ではなく、低GWP冷媒のR448A（GWP:1386）を採用し環境負荷低減も図った。コロナ禍によって販売形態が変化
した飲食業界において普及が期待される。

ミサワホーム株式会社
東京都新宿区西新宿2-4-1

03-3345-1111

暮らしと環境の未来を育むZEH・LCCM住宅
「CENTURY 蔵のある家 ZEH ADVANCE」
【製品】■CQZRHS ■CFZRHS ■CFBKHS ■CFBHHS ■BQZRHS ■BQXRHS ■BFRKHS

同社では2030年ZEH化率90％達成を目標に、高い居住環境と環境性能の実現をコンセプトに住宅開発を進めており、敷地条件等の
法規制に対応しながら大容量PV搭載可能な「スマートECOフォルム」の開発や、高い断熱性能、最適化した気積空間設計により、延べ
床面積32坪というコンパクトなLCCM住宅を実現した。本応募のZEH住宅は高天井、大開口、高窓という開放的で快適な空間であり
ながら、省エネ、脱炭素につながるZEH,LCCM住宅とした点が特徴。暮らしに応じ選択できる可変空間設計、ダクト式エアコンやシェア
空調による全館空調システム、再生可能エネの自家消費率を向上するAIマネージメント等に特徴があり、量産プロトプラン（35坪タイプ）
においては、UA値は0.52，7.2kWの太陽光でLCCMの達成が可能であり、省エネ性と環境性を両立させた住宅と評価できる。

3938 2 0 2 2 年 度 省エネ大 賞  受 賞 概 要 集2 0 2 2 年 度 省エネ大 賞  受 賞 概 要 集



審査委員会特別賞

受賞概要

省エネルギーセンター会長賞

受賞概要

理研計器株式会社
埼玉県春日部市南栄町2－3

048-878-8341

スマートタイプマルチガス検知器「GD-84D Series」
【ビジネスモデル】

本応募は、多種多様なガスを扱う半導体市場向けに、省エネ性・省資源性・メンテナンス性などに優れ、かつ導入後の負担までを軽減した
製品を普及させるため、研究開発からアフターサービスまで総合的に展開したビジネスモデルである。ガス検知器には内部にあるセンサ
やポンプ、電池などの消耗部品があり、定期的な交換や調整、修理、点検が必要となる。お客様のご要望および環境負担軽減に応える
ため、センサやポンプなどの小型部品も自社生産を行っていることを強みとして、研究開発の段階からメンテナンス適合設計、小型・
軽量化設計、省電力化、分解性を考慮した設計を行っている。これらのプロセスにより、これまでの4台分の検知器を1台に集約。技術
開発により6割以上の消費電力削減、センサについては体積比91%減の小型化および２年以上の長寿命化を達成した。

アイリスオーヤマ株式会社
宮城県仙台市青葉区五橋2-12-1

0224-88-2509

メンテナンス、更新がカンタン！
高効率GX53ランプ交換型住宅照明シリーズ
【製品】■LDF3L-H-GX53-HE140 ■LDF3WW-H-GX53-HE140 ■LDF3N-H-GX53-HE140 ■LDF5L-H-GX53-HE140 ■LDF5WW-H-GX53-HE140 ■LDF5N-H-GX53-HE140

Ethernet 通信を介しモニタリングシステムへ
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近年、家庭用照明は1室１灯から1室多灯に変化し1棟あたり30～40台近くの照明が設置されLED照明の場合そのほとんどが光源

一体型となっている。一方でLEDの発光効率は年々向上してきているが、ランプ交換できない光源一体型では、効率化への切り替え

インセンティブがわかないという問題があった。そこで同社は光源一体型の価格と同等になる高効率の交換型LED開発に取り組み、

一体型の1.4倍の発光効率の照明を完成させた。省エネ効果は、ダウンライトにおいては32%の使用電力削減を実現しており、飽和

してきたLED市場における課題点を見出し、交換ランプの開発進め、結果的に高い効率と低価格化を実現したことは評価できる。

メンテナンスがしやすく
高効率な交換型照明

高効率
141.5lm/W

ランプ交換で設置後でも光色・明るさを変更可能

固有エネルギー消費効率141.5lm/W※1

と高効率を実現しました。今の住宅設備に求
められている「省エネ」に大きく貢献します。
※高効率タイプLDF5N-H-GX53-HE140の場合

lm/W… 固有エネルギー消費効率＝照明器具から
 放出される光束(lm)/消費電力(W)

1 メンテナンスが
容易なランプ

交換時は器具をそのままでランプだけを交換
すればよいので簡単であると同時に、廃棄物
やメンテナンスコストの削減に貢献します。

2 薄型・
コンパクトな設計

フラットなGX53ランプを使用することで、
照明器具も厚みを抑えたものを使用できま
す。設置場所の選択肢が広がると同時に、空
間での存在感が抑えられます。
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昼白色 5000K 温白色 3500K
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頁 製品名／社名／型番
37 人も空間も健やかにする『新呼吸エアコン』エオリア２３ＬＸシリーズ／パナソニック株式会社 空調冷熱ソリューションズ事業部

CS-223DLX-W, CS-253DLX-W, CS-283DLX-W, CS-363DLX-W, CS-403DLX2-W, CS-563DLX2-W, 
CS-633DLX2-W, CS-713DLX2-W, CS-803DLX2-W, CS-903DLX2-W, CS-LX223D-W, 
CS-LX253D-W, CS-LX283D-W, CS-LX363D-W, CS-LX403D2-W, CS-LX563D2-W, 
CS-LX633D2-W, CS-LX713D2-W, CS-LX803D2-W, CS-LX903D2-W

注）この他、商品の色柄等、省エネルギー性能等の基本性能に直接関係しない仕様の違いを示す記号等が型番等に付加されることがあります。

頁 製品名／社名／型番
18 ハイブリッド給湯・暖房システム「エコワンX5」／リンナイ株式会社、株式会社コロナ

RTU-R700, RTU-R700K, RTU-R700-PV, RTU-R700K-PV, RHP-R225, RHBD-R245AW2-1(S), 
RHBF-RK246AW, RHBF-RK246AT, RHBF-MR246AW

34 換気連動による大幅な省エネを実現したビル用マルチエアコン／ダイキン工業株式会社
RXYP224FB, RXYP280FB, RXYP335FB, RXYP400FB, RXYP450FB,RXYP500FB, RXYP560FB, 
RXYP615FB, RXYP670FB, RXYP730FB, RXYP775FB, RXYP850FB, RXYP900FB, RXYP950FB, 
RXYP1000FB, RXYP1060FB, RXYP1120FB, RXYP1180FB, RXYP1220FB, RXYP1280FB, 
RXYP1360FB, RXYP1400FB, RXYP1450FB, RXYP1500FB, RXYP224FBE, RXYP280FBE, 
RXYP335FBE, RXYP400FBE, RXYP450FBE, RXYP500FBE, RXYP560FBE, RXYP615FBE, 
RXYP670FBE, RXYP730FBE, RXYP775FBE, RXYP850FBE, RXYP900FBE, RXYP950FBE, 
RXYP1000FBE, RXYP1060FBE, RXYP1120FBE, RXYP1180FBE, RXYP1220FBE,RXYP1280FBE 
RXYP1360FBE, RXYP1400FBE, RXYP1450FBE, RXYP1500FBE, RXYP224FBH, RXYP280FBH, 
RXYP335FBH, RXYP400FBH, RXYP450FBH,RXYP500FBH, RXYP560FBH, RXYP615FBH, 
RXYP670FBH, RXYP730FBH, RXYP775FBH, RXYP850FBH, RXYP900FBH,RXYP950FBH, 
RXYP1000FBH, RXYP1060FBH, RXYP1120FBH, RXYP1180FBH, RXYP1220FBH, 
RXYP1280FBH, RXYP1360FBH, RXYP1400FBH, RXYP1450FBH, RXYP1500FBH, RQYP224FB, 
RQYP280FB, RQYP335FB, RQYP400FB, RQYP450FB, RQYP500FB, RQYP560FB, RQYP615FB, 
RQYP670FB, RQYP730FB, RQYP775FB, RQYP850FB, RQYP900FB, RQYP950FB, 
RQYP1000FB, RQYP1060FB, RQYP1120FB, RQYP1180FB, RQYP1220FB, RQYP1280FB, 
RQYP1360FB, RQYP224FBE, RQYP280FBE, RQYP335FBE, RQYP400FBE, RQYP450FBE, 
RQYP500FBE, RQYP560FBE, RQYP615FBE, RQYP670FBE, RQYP730FBE, RQYP775FBE, 
RQYP850FBE, RQYP900FBE, RQYP950FBE, RQYP1000FBE, RQYP1060FBE, RQYP1120FBE, 
RQYP1180FBE, RQYP1220FBE, RQYP1280FBE, RQYP1360FBE, RQYP224FBH, RQYP280FBH, 
RQYP335FBH, RQYP400FBH, RQYP450FBH, RQYP500FBH, RQYP560FBH, RQYP615FBH, 
RQYP670FBH, RQYP730FBH, RQYP775FBH, RQYP850FBH, RQYP900FBH, RQYP950FBH, 
RQYP1000FBH, RQYP1060FBH, RQYP1120FBH, RQYP1180FBH, RQYP1220FBH, 
RQYP1280FBH, RQYP1360FBH, RXUP224FB, RXUP280FB, RXUP335FB, RXUP400FB, 
RXUP450FB, RXUP500FB, RXUP560FB, RXUP615FB, RXUP670FB, RXUP730FB, RXUP775FB, 
RXUP850FB, RXUP900FB, RXUP950FB, RXUP1000FB, RXUP1060FB, RXUP1120FB, 
RXUP1180FB, RXUP224FBE, RXUP280FBE, RXUP335FBE, RXUP400FBE, RXUP450FBE, 
RXUP500FBE, RXUP560FBE, RXUP615FBE, RXUP670FBE, RXUP730FBE, RXUP775FBE, 
RXUP850FBE, RXUP900FBE, RXUP950FBE, RXUP1000FBE, RXUP1060FBE, RXUP1120FBE, 
RXUP1180FBE, RXUP224FBH, RXUP280FBH, RXUP335FBH, RXUP400FBH, RXUP450FBH, 
RXUP500FBH, RXUP560FBH, RXUP615FBH, RXUP670FBH, RXUP730FBH, RXUP775FBH, 
RXUP850FBH, RXUP900FBH, RXUP950FBH, RXUP1000FBH, RXUP1060FBH, RXUP1120FBH, 
RXUP1180FBH, RQUP224FB, RQUP280FB, RQUP335FB, RQUP400FB, RQUP450FB, 
RQUP500FB, RQUP560FB, RQUP615FB, RQUP670FB, RQUP730FB, RQUP775FB, 
RQUP850FB, RQUP900FB, RQUP950FB, RQUP1000FB, RQUP1060FB, RQUP1120FB, 
RQUP1180FB, RQUP224FBE, RQUP280FBE, RQUP335FBE, RQUP400FBE, RQUP450FBE, 
RQUP500FBE, RQUP560FBE, RQUP615FBE, RQUP670FBE, RQUP730FBE, RQUP775FBE, 
RQUP850FBE, RQUP900FBE, RQUP950FBE, RQUP1000FBE, RQUP1060FBE, RQUP1120FBE, 
RQUP1180FBE, RQUP224FBH, RQUP280FBH, RQUP335FBH, RQUP400FBH, RQUP450FBH, 
RQUP500FBH, RQUP560FBH, RQUP615FBH, RQUP670FBH, RQUP730FBH, RQUP775FBH, 
RQUP850FBH, RQUP900FBH, RQUP950FBH, RQUP1000FBH, RQUP1060FBH, RQUP1120FBH, 
RQUP1180FBH, VKMP50HAM, VKMP80HAM, VKMP100HAM, FXYWP140MDF, FXYWP224MDF, 
FXYWP280MDF, FXYMP140MGF, FXYMP224MGF, FXYMP280MGF, FXYMP140MFN, 
FXYMP224MFN, FXYMP280MFN

35 ビル用マルチ空調システム「スーパーマルチｕ暖太郎」シリーズ／東芝キヤリア株式会社
MMY-MUP2241HN, MMY-MUP2801HN, MMY-MUP3351HN, MMY-UP2801HN2, 
MMY-UP3351HN2, MMY-UP4001HN, MMY-UP4501HN, MMY-UP5001HN, MMY-UP5601HN, 
MMY-UP6151HN, MMY-UP6701HN, MMY-UP7301HN, MMY-UP7751HN, MMY-UP8501HN, 
MMY-UP9001HN, MMY-UP9501HN, MMY-UP10001HN

受賞製品等の型番	 　 受賞製品等詳細では、受賞製品等の型番が多い場合には記載を省略しているものがあります。全型番は下表の通りです。
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省エネ事例部門

2022年度（令和4年度）
省エネ大賞

全応募事例集

本冊子は、2022年度（令和4年度）省エネ大賞の製品・ビジネスモデル部門に応募され受賞されました24件の概要を、受賞
各社のご協力のもととりまとめたものです。今後の省エネ取り組みにご活用ください。

なお、省エネ事例部門の応募につきましては、「2022年度（令和4年度）省エネ大賞（省エネ事例部門）全応募事例集」として
別途とりまとめておりますので、あわせてご参照ください。
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■本部 〒 108-0023
東京都港区芝浦 2-11-5 五十嵐ビルディング

TEL
FAX

03-5439-9732
03-5439-9738

■北海道支部 〒 060-0001
札幌市中央区北一条西 2-2 北海道経済センタービル

TEL
FAX

011-271-4028
011-222-4634

■東北支部 〒 980-0811
仙台市青葉区一番町 3-7-1 電力ビル本館

TEL
FAX

022-221-1751
022-221-1752

■東海支部 〒 460-0002
名古屋市中区丸の内 3-23-28 イトービル

TEL
FAX

052-232-2216
052-232-2218

■北陸支部 〒 930-0004
富山市桜橋通り5-13 富山興銀ビル

TEL
FAX

076-442-2256
076-442-2257

■近畿支部 〒 550-0013
大阪市西区新町 1-13-3 四ツ橋 KF ビル

TEL
FAX

06-6539-7515
06-6539-7370

■中国支部 〒 730-0012
広島市中区上八丁堀 8-20 井上ビル

TEL
FAX

082-221-1961
082-221-1968

■四国支部 〒 760-0023
高松市寿町 2-2-10 高松寿町プライムビル

TEL
FAX

087-826-0550
087-826-0555

■九州支部 〒 812-0013
福岡市博多区博多駅東 1-11-5 アサコ博多ビル

TEL
FAX

092-431-6402
092-431-6405


